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福
祉
医
療
費
助
成
制
度
【
高
齢
期

移
行
医
療
（
旧
老
人
医
療
）
･
重
度

障
害
者
医
療
･
乳
幼
児
等
医
療
･
こ
ど

も
医
療
・
母
子
家
庭
等
医
療
･
高
齢

重
度
障
害
者
医
療
】
は
、
毎
年
７
月
に

更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、
６

月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
７
月
以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
の
対
象
者
に
は
、

更
新
申
請
（
現
況
届
）
の
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
民
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

受
給
者
証
の
交
付
　
交
付
に
は
所
得
の

　

市
で
は
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
、
災
害
発
生
時
に
テ
レ
ビ
や
電
話

が
使
え
な
い
状
況
で
も
防
災
情
報
等

を
無
線
で
受
信
で
き
る
戸
別
受
信
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
転
入
し
て
き
た
人
は
、
住

民
票
上
の
世
帯
主
に
戸
別
受
信
機
１

台
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。
設
置
を
希

望
す
る
場
合
は
市
役
所
危
機
管
理
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
転
居
し
た
人
で
、
す
で
に

受
信
機
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
設
置

　

❸
審
査
後
、
限
度
額
内
で
８
割
分
ま

た
は
９
割
分
を
支
給

対
象
品
目　

腰
掛
便
座
、
特
殊
尿
器
、

入
浴
補
助
用
具
、
簡
易
浴
槽
、
移
動

用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分
、
便
座

の
底
上
げ
部
材
、
自
動
排
泄
処
理
装

置
の
交
換
可
能
部
分

住
宅
改
修

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
居
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人

限
度
額　

20
万
円
（
限
度
額
内
で
８
割

分
ま
た
は
９
割
分
を
支
給
）

利
用
方
法
　
❶
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相

談
。
工
事
を
始
め
る
前
に
、
改
修
が

必
要
な
理
由
書
や
見
積
書
等
を
添
え

て
市
へ
申
請
❷
審
査
を
受
け
て
か
ら

工
事
を
着
工
。
費
用
は
一
旦
全
額
自

己
負
担
❸
領
収
書
と
工
事
費
の
内
訳

が
わ
か
る
書
類
（
改
修
前
後
の
写
真

等
）
を
市
へ
提
出
❹
審
査
後
、
限
度

額
内
で
８
割
分
ま
た
は
９
割
分
を
支

給
対
象
工
事　

手
す
り
の
取
り
付
け
、
段

差
解
消
、
洋
式
便
器
等
へ
の
便
器
の

取
替
え
、
引
き
戸
等
へ
の
取
替
え
、

滑
り
防
止
や

移
動
の
円
滑

化
等
の
た
め

の
床
材
の
変

更
等 申

告
が
必
要
で
す
。
対
象
者
で
も
所

得
の
申
告
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
受
給

者
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
民
登
録

の
な
か
っ
た
人
は
、
以
前
の
市
区
町

村
で
平
成
29
年
度
所
得
･
課
税
証
明

書
（
市
民
税
所
得
割
額
の
控
除
の
明

細
が
わ
か
る
も
の
）
の
交
付
を
受
け
、

市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
利
用
上
の
注
意

◆
福
祉
医
療
の
助
成
が
な
い
例

❶
学
校
等
で
の
事
故
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
給
付
を
受
け
る
と
き

❷
他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付
を
受
け

る
と
き
❸
訪
問
看
護
を
受
け
る
と
き

す
る
受
信
機
を
地
区
ご
と
に
設
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
一
旦
市
役
所
ま
で

ご
返
却
く
だ
さ
い
。
市
で
再
設
定
い

た
し
ま
す
。

◆
設
置
費
用

基
本
設
置
無
料
（
市
が
負
担
）

※
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、
受
信
機
を

　

市
役
所
危
機

　

管
理
課
ま
で

　

返
却
く
だ

　

さ
い

　

平
成
29
年
4
月
分
か
ら

平
成
30
年
3
月
分
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
４
９
０
円
で
す
。
保
険

料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に

よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無

い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付

義
務
の
あ
る
人
の
財
産
を
差

　

平
成
29
年
度
南
あ
わ
じ
市

連
合
自
治
会
本
部
役
員
に
、
次

の
人
た
ち
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

※
敬
称
略
（
所
属
地
区
）

　

会
　
長　
　

原　
　
　

孝

　
　
　
　
　
　
　
（
福　

良
）

　

副
会
長　
　

松
坂　

壽
仁

　
　
　
　
　
　
　
（
潮
美
台
）

　

副
会
長　
　

青
山　

昭
一

　
　
　
　
　
　
　
（
広　

田
）

制
度
改
正

　

65
歳
か
ら
69
歳
の
非
課
税
世

帯
で
一
定
要
件
を
満
た
す
人
を

対
象
に
「
高
齢
期
移
行
助
成
制

度
」
を
創
設
し
、
医
療
費
を
助

成
し
ま
す
。「
老
人
医
療
費
助

成
制
度
」
は
廃
止
し
ま
す
が
、

経
過
措
置
を
行
い
ま
す
。

し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
課
窓
口
へ
ご
相
談
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者

本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
を
負
う
配
偶
者
及
び
世

帯
主
に
な
り
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
で
は
、
納

付
期
限
ま
で
に
納
付
の
な
い

人
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て
い

ま
す

　

会
　
計　
　

喜
田　
　

進

　
　
　
　
　
　
　
（
丸　

山
）

　

会
計
監
査　

桝
本　

隆
司

　
　
　
　
　
　
（
西
淡
志
知
）

　

会
計
監
査　

里
深　

明
宏

　
　
　
　
　
（
榎
列
・
倭
文
）

※
原
孝
さ
ん
は
平
成
29
年
度

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会

長
に
も
引
き
続
き
就
任

し
て
い
ま
す

対
象
と
な
る
人　

※
65
歳
～
69
歳
の
人

❶
昭
和
27
年
7
月
1
日
以
降
生

ま
れ
の
人

❷
昭
和
24
年
7
月
1
日
～
昭
和

27
年
6
月
30
日
生
ま
れ
の
人

❸
昭
和
22
年
7
月
2
日
～
昭
和

24
年
6
月
30
日
生
ま
れ
の
人

介護保険で利用できるサービスのご案内

老人医療費助成制度の廃止及び高齢期移行助成制度の創設
平成 29 年７月～

国民年金保険料は納付
期限までに納めましょう

福祉医療の受給者証送付
～７月から利用できます～問長寿福祉課☎ 43-5217

問明石年金事務所☎ 078-912-4980

問市民課☎ 43-5212

問市民課☎ 43-5212

※❶❷❸は右の「対象となる人」をご覧ください

◆負担限度額

◆要件

問危機管理課☎ 43-5203

案内

案内連合自治会
役員をご紹介

戸別受信機の申し
込み、お済ですか？

問市民協働課☎ 43-5244

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知らせ

福
祉
用
具
貸
与

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
居
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人　

※
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
必
要
。
詳
し
く
は

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

対
象
品
目　

❶
車
い
す
❷
車
い
す
付
属

品
❸
特
殊
寝
台
❹
特
殊
寝
台
付
属
品

❺
床
ず
れ
防
止
用
具
❻
体
位
変
換
器

❼
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器
❽
移

動
用
リ
フ
ト（
つ
り
具
の
部
分
を
除
く
）

❾
自
動
排
泄
処
理
装
置　

手
す
り　

ス
ロ
ー
プ　

歩
行
器　

歩
行
補
助
つ
え

※
原
則
、
❶
～
❽
は
要
介
護
２
～

５
、
❾
は
要
介
護
４
・
５
の
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
例
外
的
に

要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
の
人
で

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

福
祉
用
具
購
入
費
支
給

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
居
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人

限
度
額　

年
間
10
万
円
（
限
度
額
内
で

８
割
分
ま
た
は
９
割
分
を
支
給
）

利
用
方
法　

❶
指
定
販
売
店
で
必
要
な

福
祉
用
具
を
購
入

※
指
定
を
受
け
て
い
な
い
販
売
店
で
の

購
入
は
支
給
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

　

❷
申
請
書
、
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、
領

収
書
を
市
へ
提
出

※
費
用
は
一
旦
全
額
自
己
負
担

10

11

12

13

区分 対象要件

１ 市民税非課税世帯で、世帯全員に所得がない人
（年金収入 80 万円以下かつ、所得がない人）

２

❶市民税非課税世帯で、本人の年金収入を加えた所得が 80 万円以下
　であり、かつ要介護２以上の人
❷❸市民税非課税世帯で、本人の年金収入を加えた所得が 80 万円以
　下の人

区分 負担割合 自己負担限度額 / 月

１ ❶❷ 2 割
❸ 1 割 　外来…8,000 円、入院など…15,000 円

２ 2 割 　外来………❶❷ 12,000 円、❸ 8,000 円
　入院など…❶❷ 35,400 円、❸ 24,600 円


